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Pl−361　妊娠初期 の 贋帯付着位置 と胎盤異常発生 に 関す る研究
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【目 的】胎芽の 付着茎 （臍帯）の 存在部 位 は着床の 部位と様式 に よ り決 まり，胎盤 の 発 生 ・発 育 に も関与す る た め，そ の 異常

は 様々 な胎盤 異常の 根本原因に なる との 指摘 が あ る．我々 は妊娠初期 の 臍帯付着位置（CI）と胎盤 異常発 生 との 関 連を検討す

る 目的で 以 下の prospective　study を行 っ た．【方法】平成 14年 11月〜平成 16年 1月 に 妊娠 9−・11週 の 経腟超音波検査 に て

CIの 位置及び絨毛膜有毛部 との 関係 を 観察した （単胎 278例）．内子宮口 か ら子宮底まで の 子宮腔 長 の 下 方 1／3 に CI の あ る

もの を下部 CI， その 他を正常 CI と し ， それ ら とそ の 後 の 妊娠 ・分娩経過並 び に分娩後の 検索 に よる 胎盤異常 との 関 連を検討

し た．【成績11）CI の 描出率は，95．7％ で，描出に要 した時間は，13．9± 1．3秒で あっ た．2）絨毛膜有毛部は 境界が 不明瞭で

臍帯付着との 関係は判定不能で あ っ た．3）妊娠 9〜ll週 に 下 部 CI と診断 した の は，102％ （27f266）で あっ た．4）下部 CI

で は正SC　CI と比 較 し，低置胎盤，18．5％ （5／27），0％ （0／239）（p〈 0。0001）， 卵膜 ・辺縁付着 ， 29．6％ （8／27），
1．3％ （3f239）

（p＜ O．OOOI），胎盤梗塞，副胎 盤 ， 変 形 した 胎盤，7．4％ （2／27）， 1．7％ （4／239）（p　＝ 　O．057）， 癒着胎盤，3．7％ （1∠27）， 0％ （叱
239）（p　

・・
　O．003）と胎盤 異 常の 発生 頻度が有意 に 高かっ た．【結論】下部 CI例 に は臍帯卵膜付着 を含む胎盤異常が有意に多 い 一

とが明らか とな っ た．この 胎盤 異 常 は ， 血流 の 少ない 子宮 下 節で の 絨毛膜有毛 部 の 発達が 悪 い た め，CI の 周囲に形成され る

べ き胎盤が 偏心 性 ， 不整 に発育す る こ とに よる と考え られ た．CIは 妊娠 9〜ll週 の 経腟超音波 で比較的簡便に検出 され ， 胎

盤異常発生 の 早期警戒 徴 候 と して 初期 に そ れ を ス ク リーニ ン グす る こ との 有益性 が 示唆 され た．

P1−362　超音波画像 に よ る胎児肺の 組織性 状 の 評 価 の 試 み
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を 3 ヶ所切 り出して情報次元 の 計算を行 っ た。通 常 の 画 像 と後処理を行わ な か っ た画像の 次兀 の 変動係数を算出 し，観測間変
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Pl−363　胎児肺成熟度診断に お ける MRI の 有用性 に 関する 検討
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T2 強調画像にお い て 胎児肺と肝臓の信号を測定し，肺／肝臓信号比を求めた．【成績】分娩後 RDS を生 じた の は羊水過

少 の 3例 の み で あり，こ の 群 の 肺／肝臓信号比 は 1．63 ± 0，21 （Mean ± S．D ．）で あっ た．　RDS を生 じな か っ た群 の 肺／肝臓信号

比 は 2．79± O．85 で あ り，有意な 高 値 を示 し た （pく 0．05）。また ， 同
一一
症例 で 27週，34週 に撮影を 行 っ た 1 例 で は，肺／肝 臓信

号比 は それぞれ 1．63， 2．Olで あ り，週数 に よ る数値の 上 昇 を 認め た．【結論】MRI 　T2 強調画 像 にお ける 肺1肝臓信号比 の 測定が，

肺 成 熟 度の 出生 前診断法と し て 有用 となる 可 能性 が 示唆された．
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